
境南小 学校　第 5 学年

１　教科等名

２　単元名

協働 社会参画

時数

3
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合計時数 70 時間

学習を振り返り、成長した
ことやものづくりのよさを
伝えられる時間にする。

・境南フェスティバルで伝えたいことを話し合
　う。（ものづくりを通して気付いたこと）
・話し合ったことが伝わるよう出し物を考える。

●学活（１）、行事（境南フェス
　ティバル）
・武蔵野の森を育てる会、新日本
　カレンダー（成果発表）

・制作の時間を多くとったことで、粘り強く材料
　と向き合い工夫しようとする姿が見られた。
・自分たちだけでは解決できないときに、援助要
　請を出せるようになった。
・木工制作やタブレット端末の技能が向上した。

・２つの題材の同時進行だったの
　で、見取りがしにくく進行状況の
　把握が難しかった。
・カレンダー印刷の予算など、子ど
　もだけでは解決しにくい問題が発
　生した。

・材料調達や資金のかかること
　は事前に子どもと話し合い、
　共通理解する必要があった。

６ 指導上の工夫（①課題設定→②情報収集→③整理・分析→④発信・実行のサイクルが実現する工夫や手だて等）

・自分たちで課題に気付けるように、子どものつぶやきをメモし掲示板に貼っておく。
・子どものおもいと担任のねらいが伝わるように、ゲストティーチャーと事前に打ち合わせを数回しておく。
・チームを超えて課題を解決し合えるように、定期的に全体での話合いの時間を設ける。

７ 単元の振り返り

成　果（児童・生徒の変容等） 課　題 改善策

総合的な学習の時間

・図工室や借りたい道具を予約し、制作す
　る。（箸おき、箸、コースター、調味料入れ、
　アクセサリー掛け、メモスタンド）
・カレンダーのデザインを考え、タブレット端末
　を使って製作する。
・必要な材料を予算内で購入する計画を立てる。

木製雑貨やカレンダーを
相手意識をもち、日常に
活用できるものをつくれ
るようにする。 23

●図工
・学校主事
・図工専科

５ 単元計画

ねらい 主な学習活動
●関連教科

・関連団体（連絡先等）

総合で何をするか決める
時間にする

・今年度の総合的な学習で取り組みたいことを話
　し合う。

●学活（１）

ものづくりの計画を立て
ることができるようにす
る
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・作りたいものごとにグループを作り課題を立てる。
・材料を手に入れる方法や作り方を調べたり、地域の
　方や専門家に直接聞いたりする。（オンラインも含
　む）
・頂いた木材（木の枝）を見ながら作れそうなものを
　考え、課題を更新する。
・カレンダーの種類を決める。

●国語、社会
・武蔵野の森を育てる会（独歩
　の森に校外学習＆木材の提供）
・新日本カレンダー（ゲスト
　ティーチャー　大阪本社とオ
　ンライン）

○学びに向か
　う力・人間
　性等の涵養

・よりよいものを作ろうと協力して取り組もうとする。
・粘り強く制作活動に取り組もうとする。

クラフト職人集団５－３

３（1）　武蔵野市民科で育成する主な資質・能力 ３（2）詳細項目 目標達成に向けた他者との協力 自己有用感

地域や社会的課題などへの理解

４　単元の目標

○知識・技能
　の習得

・道具を正しく使ってものづくりができる。（木製雑貨＆カレンダー）
・木製のものやアナログのものによって生活に豊かさが生まれることに気付く。

○思考力・判
　断力・表現
　力等の育成

・相手や用途に応じた工夫について考える。
・ものづくりを通して気付いた成長や楽しさについて伝える方法を考える。

武蔵野市民科指導計画・報告書 武蔵野市立

実施時期 令和５年度・通年


